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４ 役付職員の調べ 

                                                                           （令和5年７月１日現在） 

職       名 氏     名 在 職 期 間 備    考 

課長 西尾 麻都子  2  年   4 月  

課長補佐 

 

(併) 

上村 由美子 

      4  環境立県推進課星空環境推進室課長補佐 

課長補佐 尾崎 浩三   1   4    

課長補佐 

 

(併) (兼) 

毎野 良子 

     4   子育て・人財局家庭支援課課長補佐 

小中学校課課長補佐 

船上山少年自然の家所長 中本 祐二    1   4   

大山青年の家所長 瀬尾 徹治    2     4   
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５ 主な事業に関する調べ 

（単位：千円） 

事   業   名 決算額 
財  源  内  訳 

国庫支出金 起  債 そ の 他 一般財源 

インターネットとの適切な接し方教

育啓発推進事業 

3,026 0 0 0 3,026 

将来ビジョン － 

令和新時代創生戦略 ２．人々の絆が結ばれた鳥取のまちに住む（２）人材とっとり①未来を拓く人づく

り ＳＤＧｓゴール（04 質の高い教育をみんなに） 

政策項目 － 

１ 事業の目的、概要 

インターネット環境の急速な発達により、スマートフォン・ゲーム機・タブレット端末等の電子メディア機器

が子どもたちの生活の中に浸透し、利用の低年齢化も進んでいることから、保護者や子どもたちに対し、電子メ

ディア機器とのよりよい接し方（＊）について教育・啓発を行う。 

  ＊よりよい接し方…トラブルや犯罪に巻き込まれたり、生活習慣が乱れたりすることのないよう、インターネット

の特性を理解し、モラルやマナー等を考えて電子メディア機器を使用する。 

 

２ 事業の内容、実施の状況 

（１）鳥取県子どものインターネット利用教育啓発推進協議会事業 

【委託先：鳥取県子どものインターネット利用教育啓発推進協議会】 

①協議会の開催 

電子メディア機器との関わり方やインターネット・スマートフォン利用の教育啓発推進の方向 

性や施策について検討した。（５月 27 日、１月 19 日） 

②「とっとり子どもサミット～インターネットとの理想的な付き合い方を考えよう～」の開催 

県内の小・中学生と保護者が、インターネットとの適切な付き合い方について話し合うワーク

ショップを実施した。 

・開催日：令和４年６月 11 日（土）、令和４年６月 18 日（土）、令和４年６月 25 日（土） 

・会 場：伯耆しあわせの郷、国府町コミュニティセンター、米子コンベンションセンター 

・参 加：65 名(小学生８名､中学生７名､保護者 50 名） 

③第 52 回日本 PTA 中国ブロック大会くらよし大会における「とっとり子どもサミット」の取組発表 

平成 29 年度から６年間、本協議会事業として実施してきた「とっとり子どもサミット」（上記

②）の取組発表を、第 52 回日本 PTA 中国ブロック大会くらよし大会で行った。 

電子メディア機器等の危険性ばかりでなく、より良い使い方について、児童生徒が主体となり

考え、取り組んできた内容を発表したほか、SNS トラブルから子どもを守る合言葉「とりのからあ

げ（※）」の広報・周知も同時に行った。 

・開催日：令和４年 11 月 12 日（土） ・会場：鳥取県立倉吉未来中心 

・参加：1,285 名（オンライン配信視聴含む） 

※「とりのからあげ」…以下の頭文字をとった標語。 

 「と」もだちがきずつくことをしない 

「り」よう時間をきめよう 

「の」せない個人情報 

「か」きんしない 

「ら」いんは相手の事を考えて送信 

「あ」わないＳＮＳで知り合った人 

「げ」―むソフトの年齢制限を守る 

④「電子メディアとの付き合い方学習ノート」の作成・配付 

子どもたちが主体的に電子メディア機器の使い方を振り返ったり、家庭で話し合ってルールを決

める際や学校での情報モラル教育の充実に資する学習ノート（シート）を作成し、県内の全小・

中・高校生に配布した。 

・種類（作成部数）：小１～小３用、小４～小６用、中・高校生用の３種（合計 66,200 部）  
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⑤子どもの適切なインターネット利用に関する啓発イベントの実施 

関係団体・施設・市町村等が開催するイベントにおいて、適切なインターネット利用に関する

啓発を行った。 

    ・開催日：令和４年８月 21 日（日）、令和４年 11 月 19 日（土）、令和４年 12 月 11 日（日） 

・会 場：鳥取県立倉吉未来中心、鳥取砂丘こどもの国、境港市民交流センターみなとテラス 

・参 加：201 名 

・内 容：ＧＩＧＡクイズラリー、「とりのからあげ」缶バッジ作成、啓発資料の配布等 

（２）鳥取県インターネット問題予防対策事業 

情報モラル教育、メディアリテラシー、シティズンシップ等について専門的知識を有する者を県

内の学校に派遣し、児童・生徒を対象とした授業と併せて教職員研修を行った。（新型コロナウイル

スの感染拡大状況に応じ、オンラインでも実施） 

・派遣実績：20 校 （小学校 12 校、中学４校、高等学校３校、特別支援学校１校） 

（３）インターネットとの適切な接し方教育啓発講師派遣事業 

【委託先：ＮＰＯ法人こども未来ネットワーク】 

①鳥取県ケータイ・インターネット教育推進員派遣 

ＰＴＡや地域等で開催される学習会に、ケータイ・インターネット教育推進員を講師として派 

遣した。 

・推進員：25 人（令和 4年度末） 

・派遣実績：45 件(保育園・幼稚園７件、小学校 23 件、中学校５件、高校５件、その他５件） 

 

②乳幼児保護者向けチラシの作成・配布 

電子メディア機器利用の低年齢化が進んでいることから、乳幼児期の電子メディア機器の適切な 

利用について啓発するチラシを作成・配布した。 

・配布先：県内の幼稚園・保育所・認定こども園等 ・作成部数：約 26,500 部 

 

３ 事業成果（改善状況）・課題等 

（１）事業成果（改善状況） 

・とっとり子どもサミットの開催や、電子メディアとの付き合い方学習ノートの活用等により、子どもが主体的 

に電子メディア機器の使用ルールを考えたり、作成したルールを大人（保護者）と共有し理解を深める契機と 

することができた。 

・コロナ禍においても、オンラインを活用した講師派遣や、感染防止対策を講じた啓発活動の実施によ

り、情報モラル教育の重要性について意識を高めることができた。 

（２）課題 

・ＧＩＧＡスクールや社会のデジタル化の進展に伴い、子どものＩＣＴの活用を前提として、安全

でより良い使用につながる啓発、情報発信が行えるよう関係者と協力して取り組む必要がある。 
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（単位：千円） 

事   業   名 決算額 
財  源  内  訳 

国庫支出金 起  債 そ の 他 一般財源 

地域学校協働活動推進事業 36,099 17,744   18,355 

将来ビジョン ６【育む】次代に向けて、躍動する「ひと」を育む （１）地域や職場との連携などにより、

安心して子育てできる環境が進展 （３）子どもたちの地域への愛着と誇りが醸成 

令和新時代創生戦略 ２．人々の絆が結ばれた鳥取のまちに住む （２）人財とっとり ②地域を支える人財の育成 

ＳＤＧｓゴール（04 質の高い教育をみんなに） 

政策項目 － 

１ 事業の目的、概要 

社会総がかりで子どもたちを育むために、公立学校に学校運営協議会制度（コミュニティ・スクール

（※）、以下「ＣＳ」という。）を導入し、学校・家庭・地域の連携・協働体制を確立する。また、学

校を核として地域住民等の参画や地域の特色を生かした事業を展開することで、まち全体で地域の将来

を担う子どもたちを育成するとともに、学校を核とした地域づくりを推進する。 

 

※学校運営協議会制度（コミュニティ・スクール） 

…保護者や地域住民等が一定の権限と責任を持って学校運営に参加することにより、学校と地域が一体

となって、子どもたちの豊かな成長を支え「地域とともにある学校づくり」を実現するための仕組み。 

 

２ 事業の内容、実施の状況 

（１）県実施事業 

①ＣＳと地域学校協働活動の一体的推進に関する研修・資料配布 

ア 令和４年度鳥取県「コミュニティ・スクール推進研修会」兼「地域学校協働活動研修会」の開催 

 ・開催日：令和４年11月14日（月） 

・開催場所：米子市淀江文化センター（※ライブ配信と併用） 

・対象：県・市町村行政関係者、学校管理職、教職員、学校運営協議会委員、地域学校協働活動推進員、地域コー

ディネーター、公民館職員、学校支援ボランティア、ＰＴＡ関係者、保護者、地域住民 等 

・参加者数：３００名（会場１３７名、ライブ配信１６３名） 

・内容：パネルディスカッション 

 事例発表者 鳥取県立岩美高等学校 校長 

       岩美町教育委員会事務局 社会教育係 主任   

       山口県萩市立萩東中学校 学校運営協議会委員  

 進行役 文部科学省ＣＳマイスター（南部町教育委員会教育長） 

 コメンテーター 文部科学省ＣＳマイスター（山口県教育庁義務教育課 主幹） 

    講義「ＣＳと地域学校協働活動の一体的推進について」  

     講師 文部科学省ＣＳマイスター（山口県教育庁義務教育課 主幹） 

イ パンフレットや動画を活用した啓発・伴走支援 

・ＣＳと地域学校協働活動の一体的推進に係るパンフレットを配布するとともに、啓発動画を作成し、市町

村教育委員会事務局等を対象に、ＣＳと地域学校協働本部の導入と一体的推進の必要性等について説

明等を行った。 

・パンフレット配布先（配布部数）：県内全公立学校・公民館、市町村教育委員会事務局（2,000部） 

・動画再生回数：６３０回（R５.３.31時点。Ｒ５．６月末現在で922回再生。） 

②放課後子供教室等の地域学校協働活動に対する支援 

ア 放課後児童クラブ・放課後子供教室安全管理研修会の開催 

放課後児童クラブを所管する子育て王国課と協力して、放課後児童クラブ及び放課後子供教室関係者を対象に

安全管理に関する知識や技能を高めるための研修会を開催した。 

・実施方法：新型コロナウイルス拡大防止のため、動画配信により研修を実施 

・視聴者数：１２５名 

・配信の期間：令和５年２月20日（月）から３月10日（金）まで 
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・内容：「発達障がいの特性、特性が気になる子どもへの支援のコツ、支援の実際等」 

講師：『エール』発達障がい者支援センター 係長  

イ 放課後児童クラブ・放課後子供教室指導者等研修会の開催 

放課後児童クラブを所管する子育て王国課と協力して、放課後児童クラブ・放課後子供教室等の指導者等を対

象に、専門的な知識と指導技術の習得のための研修を開催した。 

・実施方法：新型コロナウイルス拡大防止のため、Web会議システムにより研修を実施 

・開催日：令和４年７月15日（金） 

・参加者数：１３８名 

・内容：「子どもや保護者との関係構築について」 

講師：岡山コミュニケーション研修講演企画 代表  

ウ 令和４年度鳥取県子どもの学びの環境等生活困難者対策連絡会議研修会 

困難を抱える家庭への学習支援等を所管する家庭支援課と協力して、子どもの貧困対策の一つでもある地域未

来塾等の学習支援の取組の効果と、貧困の連鎖を断ち切るために必要な力を育むための実践と成果について知

り、関係者の資質向上及び今後の取組の充実を図った。 

※地域未来塾：中学生等を対象に地域住民（退職教員や大学生等）の協力により実施する学習支援 

・開催方法：新型コロナウイルス拡大防止のため、Web会議システムにより研修を実施 

・対象者：県・市町村福祉部局担当者、県・市町村教育委員会関係課、社会福祉法人鳥取県社会福祉協議会、各

市町村社会福祉協議会、ソーシャルスクールワーカー、地域コーディネーター、学習支援事業実施団

体、こども食堂運営団体等 

・参加者数：２５名 

・開催日：令和５年３月14日（火） 

・内容：テーマ「困難のある子どものためのサポート方法や学習支援について」 

講師： 特定非営利活動法人あっとすくーる 理事長  

（２）市町村への補助事業 

国庫補助（学校を核とした地域力強化プラン事業）を活用した市町村への財政支援（市町村事

業費の 2/3(国 1/3、県 1/3)） 

・補助金活用市町村数：17 市町村１学校組合（中核市は国が直接補助） 

・補助対象事業：ＣＳの導入、放課後子供教室の実施、地域未来塾の実施等 

 

３ 事業成果（改善状況）・課題等 

（１）成果及び効果 

・コロナ禍でも研修会の実施方法を動画配信やオンライン形式等に替えるなど工夫したことで多くの人への

情報提供や事例の共有を図ることができた。 

・ＣＳと地域学校協働活動の一体的推進に係るパンフレットを用いて事業説明を行うことにより、取組の一層

の理解と推進を図ることができた。 

【鳥取県教育振興基本計画（2019年度～2023年度）に掲げる関連指標の状況】 

項目 
目標値 

(令和５年度) 
令和４年度末 令和３年度末 

学校支援ボランティア登録数 9,000人 6,407人 6,540人 

地域学校協働本部を整備している公立学校の割合 全ての公立学校 62.8％ 56.8％ 

ＣＳを導入している公立学校の割合 全ての公立学校 88.9％ 67.5％ 

 

 

（２）課題 

・県教育審議会生涯学習分科会の建議「地域の特性を生かした持続可能なコミュニティ・スクールと地域学校協

働活動について」（令和４年９月）を踏まえ、市町村や学校、地域の状況に応じ、ＣＳと地域学校協働活動に

関し、制度や活動への理解促進、人材確保・育成、円滑な導入・運営への支援を継続して行う必要がある。 
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 ６
 
決
算
資
料
 

  
 
一
般
会
計
（
歳
入
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
（
単
位
：
円
）

 

 

区
 

分
 

 

 

科
 
 
目
 

 

 

予
 
 
 

 
算
 

 
 
 
現
 
 

 
 
額
 

 

調
 
定

 
額
 

 

Ａ
 

 

収
入
済
額

 

 

Ｂ
 

 

不
納
欠

損
額
 

Ｃ
 

 

収
入
未
済
額

 

 

Ａ
-Ｂ

-Ｃ
 

 

備
 
考
 

  

 

当
初
予
算
額

 

 

 

補
正
予
算
額

 

 

継
続
費
及
び

 

繰
越
事
業
費

 

繰
越
財
源
充
当
額

 

 

計
 

 

  

歳
 

  

入
 

  

教
育
使
用
料

 
3
0
5
,
0
0
0
 

0
 

0
 

3
0
5
,
0
0
0
 

3
3
0
,
7
4
0
 

3
3
0
,
7
4
0
 

0
 

0
 

 

行
政
財
産
使
用
料

 
1
1
6
,
0
0
0
 

0
 

0
 

1
1
6
,
0
0
0
 

1
2
2
,
9
2
0
 

1
2
2
,
9
2
0
 

0
 

0
 

 

教
育
費
国
庫
補
助
金

 
2
7
,
7
8
7
,
0
0
0
 
△

2
,
6
5
2
,
0
0
0
 

0
 

2
5
,
1
3
5
,
0
0
0
 

1
9
,
8
8
2
,
0
0
0
 

1
9
,
8
8
2
,
0
0
0
 

0
 

0
 

 

雑
入

 
0
 

0
 

0
 

0
 

2
4
7
,
5
7
7
 

2
4
7
,
5
7
7
 

0
 

0
 

 

繰
越
金

 
(
0
)
 

0
 

(
0
)
 

0
 

(
3
,
9
0
0
,
0
0
0
)
 

3
,
9
0
0
,
0
0
0
 

(
3
,
9
0
0
,
0
0
0
)
 

3
,
9
0
0
,
0
0
0
 

(
3
,
9
0
0
,
0
0
0
)
 

3
,
9
0
0
,
0
0
0
 

(
3
,
9
0
0
,
0
0
0
)
 

3
,
9
0
0
,
0
0
0
 

(
0
)
 

0
 

(
0
)
 

0
 

 

教
育
債

 
(
0
)
 

9
6
,
0
0
0
,
0
0
0
 

(
0
)
 

4
8
,
0
0
0
,
0
0
0
 

(
2
6
,
0
0
0
,
0
0
0
)
 

2
6
,
0
0
0
,
0
0
0
 

(
2
6
,
0
0
0
,
0
0
0
)
 

1
7
0
,
0
0
0
,
0
0
0
 

(
2
6
,
0
0
0
,
0
0
0
)
 

1
2
0
,
0
0
0
,
0
0
0
 

(
2
6
,
0
0
0
,
0
0
0
)
 

1
2
0
,
0
0
0
,
0
0
0
 

(
0
)
 

0
 

(
0
)
 

0
 

 

合
 
 
計
 

(
0
)
 

1
2
4
,
2
0
8
,
0
0
0
 

(
0
)
 

4
5
,
3
4
8
,
0
0
0
 

(
2
9
,
9
0
0
,
0
0
0
)
 

2
9
,
9
0
0
,
0
0
0
 

(
2
9
,
9
0
0
,
0
0
0
)
 

1
9
9
,
4
5
6
,
0
0
0
 

(
2
9
,
9
0
0
,
0
0
0
)
 

1
4
4
,
4
8
3
,
2
3
7
 

(
2
9
,
9
0
0
,
0
0
0
)
 

1
4
4
,
4
8
3
,
2
3
7
 

(
0
)
 

0
 

(
0
)
 

0
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一
般
会
計
（
歳
出
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
単
位
：
円
）

 

 

区
 

分
 

 

 

科
目

 

 

予
 
 
 

 
算
 

 
 
 
現
 
 

 
 
額
 

支
出
済
額

 

（
決
算
額
）
 

Ｂ
 

支
出
済
額
の
内
訳

 
翌
年
度

 

繰
越
額

 

Ｃ
 

差
引
残
額
 

（
不
用
額
）

 

Ａ
-Ｂ

-Ｃ
 

 

備 考
 

 

 

当
初
予
算
額

 

 

 

補
正
予
算
額

 

 

継
続
費
及
び
 

繰
越
 

事
業
費
繰
越
額
 

予
 備

 費
 

支
出
及
び

 

流
用
増
減

 

 

計
 

Ａ
 

 
 

本
 
庁

 

 

出
納
機
関

 

 

  

歳
   

出
   

財
産

管
理

費
 

0
 

0
 

0
 

8
,3

8
4

,0
0

0
 

8
,3

8
4

,0
0

0
 

3
,9

1
9

,0
0

0
 

3
,9

1
9

,0
0

0
 

0
 

0
 

4
,4

6
5

,0
0

0
 
 

社
会

教
育

総
務

費
 

7
9
,
5
4
4
,
0
0
0
 
△

7
,
1
7
0
,
0
0
0
 

0
 
△

4
3

8
,0

0
0

 
7

1
,9

3
6

,0
0

0
 

5
5

,9
7

2
,1

3
2

 
5

4
,9

2
3

,6
5

6
 

1
,0

4
8

,4
7

6
 

0
  

1
5

,9
6

3
,8

6
8
 

 

  

青
少

年
社

会
教

育
施

設
費

 

1
5
2
,
2
8
3
,
0
0
0
  

△
1
2
,
6
2
9
,
0
0
0
 

0
 
△

2
1

5
,8

2
0

 
1

3
9

,4
3

8
,1

8
0

  

9
1

,3
8

3
,7

4
3

  

8
7

,0
8

2
,7

4
3

 
4

,3
0

1
,0

0
0

 
4

3
,6

1
5

,0
0

0
  

4
,4

3
9

,4
3

7
  

  

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

費
 

(
0
)
 

1
4
4
,
8
6
1
,
0
0
0
  

(
0
)
 

6
1
,
5
8
0
,
0
0
0
  

(
2
9
,
9
0
0
,
0
0
0
)
 

2
9
,
9
0
0
,
0
0
0
 

(0
) 

6
5

3
,8

2
0

 

(2
9
,
9
0
0
,
0
0
0

) 

2
3

6
,9

9
4

,8
2

0
  

(2
9
,
9
0
0
,
0
0
0

) 

2
2

5
,1

9
3

,9
2

0
  

(2
9

,9
0

0
,0

0
0

) 

2
2

5
,1

9
3

,9
2

0
 

(0
) 0
 

(0
) 

1
1

,7
4

0
,0

0
0

  

(0
) 

6
0

,9
0

0
  

  

合
計
 

(
0
)
 

3
7
6
,
6
8
8
,
0
0
0
 

(
0
)
 

4
1
,
7
8
1
,
0
0
0
 

(
2
9
,
9
0
0
,
0
0
0
)
 

2
9
,
9
0
0
,
0
0
0
 

(0
) 

8
,3

8
4

,0
0

0
 

(2
9
,
9
0
0
,
0
0
0

) 

4
5

6
,7

5
3

,0
0

0
 

(2
9
,
9
0
0
,
0
0
0

) 

3
7

6
,4

6
8

,7
9

5
  

(2
9

,9
0

0
,0

0
0

) 

3
7

1
,1

1
9

,3
1

9
 

(0
) 

5
,3

4
9

,4
7

6
 

(0
) 

5
5

,3
5

5
,0

0
0

  

(0
) 

2
4

,9
2

9
,2

0
5
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７
 
事
業
別
実
施
状
況
調
べ

 

（
単
位
：
円
）

 

事
 
業
 
名
 

予
 
 
 

 
算

 
 
 
 
現

 
 

 
 
額
 

支
出
済
額

 

（
決
算
額
）

 

Ｂ
 

翌
年
度

 

繰
越
額

 

Ｃ
 

差
引
残
額

 

（
不
用
額
）

 

Ａ
-Ｂ

-Ｃ
 

執
行
 

率
 

B
/
A 

事
業
計
画
と
実
績
・
成
果
、

 

繰
越
、
不
用
額
の
理
由
等

 
当
初
予
算
額

 
補
正
予
算
額

 

継
続
費
及
び

 

繰
越
事
業
費
 

繰
越
額

 

予
備
費
 

支
出
及
び
 

流
用
増
減
 

計
 

Ａ
 

（
目
 
名
）
財
産
管
理
費

 

指
定
管
理
施

設
の
光
熱
費

高
騰
対
策
費

 

0
 

0
 

0
 

8
,
3
84
,
00
0
 

8
,
3
84
,
00
0
 

3
,
9
19
,
00
0
 

0
 

4
,
4
65
,
00
0
 

4
6
.
7 

 

全
国
的
に
電
気
・
ガ
ス
代
の
高
騰
が
続
き
、
県
立
の
指
定
管
理
施
設
に
お
い
て
も
光
熱
費
の
支
払
額
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
公
の
施
設
の
安
定
運
営
を
実
施
し
、
県
民

福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
指
定
管
理
施
設
の
光
熱
費
を
追
加
負
担
し
た
。

 

     

（
不
用
額
が
予
算
現
額
の
３
割
以
上
と
な
っ
た
理
由
）
 

令
和
３
年
度
の
光
熱
費
決
算
額
に
物
価
の
伸
び
を
考
慮
し
た
率
を
乗
じ
て
算
出
し
た
上
限
額
よ
り
、
各
指
定
管
理
施
設
が
必
要
と
す
る
額
が
低
か
っ
た
た
め
。
 

施
設
名

 
上
限
額

 
追
加
負
担
額

 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

 
6
,
7
64
千
円

 
3
,
0
00
千
円

 

船
上
山
少
年
自
然
の
家

 
9
1
9
千
円

 
9
1
9
千
円

 

大
山
青
年
の
家

 
7
0
1
千
円

 
0
円
 

目
 
計

 
0
 

0
 

0
 

8
,
3
84
,
00

0 
8
,
3
84

,
00
0 

3
,
9
19

,
00
0 

0
 

4
,
4
65
,
00
0 

4
6
.
7 

  

（
目
名
）
社
会
教
育
総
務
費

 

社
会
教
育
企

画
費
 

 

6
,
6
44

,
00
0 

0
 

0
 

△
4
38
,
00
0 

6
,
2
06
,
00
0 

4
,
9
71
,
37
3 

0
 

1
,
2
34

,
62
7 

8
0
.
1 

 

（
１
）

 
教
育
審
議
会
生
涯
学
習
分
科
会
兼
社
会
教
育
委
員
会
議
の
開
催

 

社
会
教
育
委
員
会
議
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活
動
の
一
体
的
推
進
に
つ
い
て
調
査
・
審
議
し
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
持
続
可
能
な
活
動
と
し
て
い
く

た
め
の
考
え
方
と
施
策
例
を
取
り
ま
と
め
た
建
議
書
を
県
教
育
委
員
会
へ
提
出
さ
れ
、
ま
た
、
社
会
教
育
関
係
団
体
へ
の
補
助
制
度
、
子
ど
も
の
自
然
体
験
活
動
等
に
つ
い
て
意
見

を
伺
っ
た
。

 
 

期
 
日
 

会
 
場

 
会
議
の
内
容

 

令
和
４
年
８
月

3
1
日

 
鳥
取
県
東
部
庁
舎

 
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活
動
の
推
進
に
関
す
る
建
議
（
案
）
に
つ
い
て

 

令
和
４
年
９
月

2
2
日

 
－

 
建
議
「
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
持
続
可
能
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活
動
に
向
け
て
」
を
教
育
長
に
提
出

 

令
和
４
年

1
1
月

1
8
日

 
伯
耆
し
あ
わ
せ
の
郷

 
・
令
和
５
年
度
社
会
教
育
関
係
団
体
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て

 

・
任
期
中
の
調
査
・
審
議
事
項
に
つ
い
て

 

令
和
５
年
３
月

1
6
日

 
県
立
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー

 

・
任
期
中
の
調
査
・
審
議
事
項
に
つ
い
て

 

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活
動
に
関
す
る
取
組
状
況
の
報
告
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（
２
）

 
各
種
研
修
派
遣

 

第
64
回
全
国
社
会
教
育
研
究
大
会
兼
第

44
回
中
国
・
四
国
地
区
社
会
教
育
研
究
大
会
（
広
島
大
会
）
へ
生
涯
学
習
分
科
会
委
員
を
派
遣
し
た
。

 

 

（
３
）
と
っ
と
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
講
座
の
開
催

 

市
町
村
と
連
携
し
地
域
課
題
の
解
決
に
つ
な
げ
ら
れ
る
テ
ー
マ
の
講
座
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
県
内
大
学
と
連
携
し
な
が
ら
、
県
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
学
習
機
会

を
提
供
し
た
。

 

 

①
 
と
っ
と
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
講
座
（
市
町
村
連
携
）

 

ア
 
通
常
講
座

 
 

       

 

 

イ
 
特
別
講
座
（
県
内
大
学
と
連
携
実
施
）
９
回
実
施

 

 

      

②
 
連
携
講
座

 
9
3機
関

 
1,

7
10
講
座

 

 

（
４
）
中
学
校
ト
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
普
及

 

中
学
生
と
地
域
の
大
人
・
大
学
生
が
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
で
、
働
き
方
や
生
き
方
等
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
自
由
に
話
す
「
中
学
校
ト
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
す
る
市
町
村

や
学
校
を
支
援
し
、
中
学
生
の
自
己
肯
定
感
、
ふ
る
さ
と
に
対
す
る
貢
献
意
識
の
向
上
を
図
っ
た
。

 

 

   

期
日
 

会
場

 
開
催
テ
ー
マ

 
連
携
先
市
町
村
等

 
受
講
者
数

 
備
考
 

令
和
４
年
７
月

17
日
 
上
灘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
 

つ
な
が
る
先
の
可
能
性
！
～
地
域
と
若
者
が
ま
ち
を
変
え
る
～

 
倉
吉
市
教
育
委
員
会
 

2
8人

 

 

動
画
視
聴
回
数

2
7
6回

 

令
和
４
年
９
月
３
日
 
若
桜
町
公
民
館

 
え
っ
！
若
桜
っ
て
こ
ん
な
す
て
き
な
ま
ち
だ
っ
た
の
？
「
わ
」

ワ
ク
ワ
ク
！
「
か
」
感
動
！
「
さ
」
再
発
見
！

 

若
桜
町
教
育
委
員
会
 

5
3人

 

 

動
画
視
聴
回
数

3
3
8回

 

令
和
４
年

10
月
８
日
 
境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
み
な
と
テ
ラ
ス

 

地
域
を
育
む
「
ま
ち
に
飛
び
出
す
高
校
生
」

 
西
部
地
区
社
会
教
育
担

当
者
研
究
協
議
会
 

午
前

86
人
 

午
後

76
人
 

動
画
視
聴
回
数

5
1
0回

 

大
学
名

 
受
講
者
数

 

鳥
取
看
護
大
学
・
鳥
取
短
期
大
学
（
５
回
）

 
2
7
9人

 

公
立
鳥
取
環
境
大
学
（
２
回
）

 
4
3
人

 

鳥
取
大
学
（
２
回
）

 
1
4
5人

 

計
 

4
6
7人
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＜
実
施
状
況
＞

 

            

 

（
流
用

43
8
,0
00
円
の
う
ち
、

1
4
2
,0
0
0
円
は
大
山
青
年
の
家
運
営
費
へ
流
用
、

2
96
,
00
0
円
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
運
営
費
へ
流
用
）

 

 

実
施
日

 
実
施
校

 
参
加
人
数

 

令
和
４
年
６
月

2
8
日

 
伯
耆
町
立
岸
本
中
学
校

 
1
3
0
人

(
中
学
校
３
年
生

:
6
7
人
、
地
域
の
大
人
：

3
9
人
、
大
学
生
：

2
4
人

)
 

令
和
４
年
９
月

2
2
日

 
米
子
市
立
美
保
中
学
校

 
9
4
人

(
中
学
校
３
年
生

:
5
2
人
、
地
域
の
大
人
：

2
6
人
、
大
学
生
：

1
6
人

)
 

令
和
４
年

1
1
月

1
3
日

 
鳥
取
市
立
東
中
学
校

 
1
9
2
人

(
中
学
校
２
年
生

:
1
2
5
人
、
地
域
の
大
人
：

3
5
人
、
大
学
生
：

3
2
人

)
 

令
和
４
年

1
1
月

1
9
日

 
鳥
取
市
立
千
代
南
中
学
校

 
5
5
人

(
中
学
校
２
年
生

:
2
0
人
、
地
域
の
大
人
：

1
1
人
、
大
学
生
：

2
4
人

)
 

令
和
４
年

1
1
月

1
9
日

 
日
野
町
立
日
野
中
学
校

 
9
1
人

(
中
学
校
１
～
３
年
生

:
4
6
人
、
地
域
の
大
人
：

2
4
人
、
大
学
生
：

2
1
人

)
 

令
和
４
年

1
2
月
３
日

 
鳥
取
市
立
気
高
中
学
校

 
9
4
人

(
中
学
校
２
年
生

:
4
5
人
、
地
域
の
大
人
：

2
1
人
、
大
学
生
：

2
8
人

)
 

令
和
４
年

1
2
月
９
日

 
米
子
市
立
湊
山
中
学
校

 
1
7
1
人

(
中
学
校
２
年
生

:
1
1
1
人
、
地
域
の
大
人
：

4
6
人
、
大
学
生
：

1
4
人

)
 

令
和
５
年
２
月
６
日

 
伯
耆
町
立
溝
口
中
学
校

 
5
5
人

(
中
学
校
２
年
生

:
2
5
人
、
地
域
の
大
人
：

1
4
人
、
大
学
生
：

1
6
人

)
 

令
和
５
年
２
月

1
0
日

 
江
府
町
立
奥
大
山
江
府
学
園

 
5
7
人

(
義
務
教
育
学
校
６
、
７
年
生

:
2
7
人
、
地
域
の
大
人
：

1
4
人
、
大
学
生
：

1
6
人

)
 

令
和
５
年
２
月

2
4
日

 
境
港
市
立
第
二
中
学
校

 
1
9
4
人

(
中
学
校
２
年
生

:
1
0
0
人
、
地
域
の
大
人
：

5
6
人
、
大
学
生
：

3
8
人

)
 

事
 
業
 
名
 

予
 
 
 

 
算

 
 
 
 
現

 
 

 
 
額
 

支
出
済
額

 

（
決
算
額
）

 

Ｂ
 

翌
年
度

 

繰
越
額

 

Ｃ
 

差
引
残
額

 

（
不
用
額
）

 

Ａ
-Ｂ

-Ｃ
 

執
行
 

率
 

B
/
A 

事
業
計
画
と
実
績
・
成
果
、

 

繰
越
、
不
用
額
の
理
由
等

 
当
初
予
算
額

 
補
正
予
算
額

 

継
続
費
及
び

 

繰
越
事
業
費
 

繰
越
額

 

予
 備

 費
 

支
出
及
び
 

流
用
増
減
 

計
 

Ａ
 

（
主
）

 

ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰﾈ
ｯ
ﾄ
と

の
適
切
な
接

し
方
教
育
啓

発
推
進
事
業

 

 

4
,
7
00
,
00
0 

 

0
 

 

0
 

 

0
 

 

4
,
7
00

,
00
0 

 

3
,
0
25

,
81
1 

 

0
 

 

1
,
6
74
,
18
9
 

 

6
4
.
4 

  

主
な
事
業
に
関
す
る
調
べ
の
と
お
り

 

 （
不
用
額
が
予
算
現
額
の
３
割
以
上
と
な
っ
た
理
由
）
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
の
適
切
な
接
し
方
教
育
啓
発
講
師
派
遣
事
業
の
委
託
先
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
ケ
ー
タ
イ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
教
育
推
進
員
の
派
遣
中
止

が
相
次
ぎ
、
事
業
の
一
部
を
中
止
し
た
こ
と
に
よ
る
戻
入
が
あ
っ
た
た
め
。
 

 

県
市
町
村
社

会
教
育
振
興

事
業
 

 

2
,
7
65

,
00
0 

△
5
18

,
00
0 

0
 

0
 

2
,
2
47
,
00
0
 

1
,
7
65
,
67
0 

0
 

4
8
1
,3
3
0 

7
8
.
6 

 

地
域
の
教
育
力
を
高
め
、
県
全
体
の
社
会
教
育
の
推
進
を
図
る
た
め
、
市
町
村
、
公
民
館
等
の
社
会
教
育
関
係
者
等
を
対
象
と
し
た
各
種
研
修
会
を
実
施
し
た
。

 

（
１
）
県
・
市
町
村
対
象
の
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
担
当
者
研
修
の
実
施

 

（
２
）
社
会
教
育
協
議
会
主
催
の
研
修
会
に
対
す
る
助
成

 

（
３
）
社
会
教
育
主
事
養
成
講
座
の
実
施
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（
４
）
鳥
取
県
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座

 
 
修
了
者

58
名
（
全
日
程
（
４
講
座
）
を
修
了
し
た
者
。
昨
年
度
と
今
年
度
で
分
割
受
講
し
た
者
を
含
む
。
）
 

      

期
日

 
会
場
 

内
容

 
受
講
人
数

 
修
了
者
数
 

令
和

5
年

1
月

13
日
（
金
）
～

2
月

17
日
（
金
）

 

（
土
日
祝
日
）

 

（
集
合
開
催

8
日
間
）
 

琴
浦
町
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー

 

生
涯
学
習
概
論
、
社
会
教
育
経
営
論
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

 

生
涯
学
習
支
援
論
、
社
会
教
育
演
習
（
オ
ン
ラ
イ
ン
と
集
合

を
組
み
合
わ
せ
て
実
施
）

 

2
5
名
 

1
7
名
 

 
期
日
 

内
容

 
受
講
人
数

 

第
１
回

 
令
和

4
年

6
月

30
日
（
木
）

 
社
会
教
育
の
理
解

 
5
4
名
 

第
２
回

 
令
和

4
年

7
月

12
日
（
火
）

 
学
校
と
地
域
の
連
携
・
協
働

 
5
4
名
 

第
３
回

 
令
和

4
年

9
月

7
日
（
水
）

 
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
実
際
①

 
6
0
名
 

第
４
回

 
令
和

4
年

10
月

1
3
日
（
木
）

 
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
実
際
②

 
5
0
名
 

事
 
業
 
名
 

予
 
 
 

 
算

 
 
 
 
現

 
 

 
 
額
 

支
出
済
額

 

（
決
算
額
）

 

Ｂ
 

翌
年
度

 

繰
越
額

 

Ｃ
 

差
引
残
額

 

（
不
用
額
）

 

Ａ
-Ｂ

-Ｃ
 

執
行
 

率
 

B
/
A 

事
業
計
画
と
実
績
・
成
果
、

 

繰
越
、
不
用
額
の
理
由
等

 
当
初
予
算
額

 
補
正
予
算
額

 

継
続
費
及
び

 

繰
越
事
業
費
 

繰
越
額

 

予
 備

 費
 

支
出
及
び
 

流
用
増
減
 

計
 

Ａ
 

社
会
教
育
関

係
団
体
等
に

よ
る
地
域
づ

く
り
支
援
事

業
 

6
,
3
08

,
00
0 
△

1
,4
6
4,

0
00
 

0
 

0
 

4
,
8
44
,
00
0
 

4
,
6
43
,
53
5
 

0
 

2
0
0
,4
6
5 

9
5
.
9 

 

青
少
年
の
健
全
育
成
、
家
庭
・
地
域
の
教
育
力
の
向
上
及
び
本
県
の
生
涯
学
習
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
社
会
教
育
関
係
団
体
が
行
う
人
材
育
成
、
指
導
者
養
成
及
び
調
査

研
究
活
動
を
助
成
し
た
。

 

交
付
先
：
鳥
取
県

P
TA
協
議
会
、
鳥
取
県
高
等
学
校

P
TA
連
合
会
、
鳥
取
県
連
合
青
年
団
､
ｶﾞ
ｰﾙ
ｽ
ｶ
ｳﾄ
鳥
取
県
連
盟
､日
本
ﾎ
ﾞｰ
ｲｽ
ｶ
ｳ
ﾄ鳥
取
連
盟
､鳥
取
県
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議

会
、
鳥
取
県
連
合
婦
人
会

 

 

本
の
大
好
き

な
子
ど
も
を

育
て
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

 

1
,
2
81

,
00
0 

0
 

0
 

0
 

1
,
2
81

,
00
0 

7
8
3
,5
7
3 

0
 

4
9
7
,4
2
7 

6
1
.
2 

 

 
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
効
果
的
に
本
と
の
関
わ
り
を
持
つ
た
め
の
取
組
と
し
て
、
子
ど
も
読
書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
や
児
童
・
生
徒
の
読
書
推
進
の
啓
発
な
ど
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の

事
業
を
展
開
し
た
。
 

（
１
）
子
ど
も
読
書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
等
 

 
 
子
ど
も
読
書
に
関
す
る
知
識
や
豊
富
な
経
験
を
持
つ
「
子
ど
も
読
書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
を
保
護
者
会
や
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
研
修
会
に
講
師
と
し
て
派
遣
し
た
。
ま
た
、
読
書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
技
能

 

向
上
を
図
る
た
め
研
修
会
を
開
催
し
た
。

 

①
 
読
書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
 

・
派
遣
件
数
：
10
件
（
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
保
護
者
、
子
育
て
支
援
者
等
へ
の
研
修
８
件
 
主
に
生
徒
へ
の
研
修
２
件
）
 

・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
：
35
人
（
令
和
４
年
度
末
）
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②
研
修
会
の
開
催
（
共
催
：
鳥
取
県
立
図
書
館
）

 

 

   （
２
）
乳
幼
児
期
の
子
ど
も
と
保
護
者
を
対
象
に
し
た
啓
発
活
動
 

 

市
立
図
書
館
等
と
連
携
し
て
乳
幼
児
期
の
読
書
習
慣
定
着
に
向
け
た
啓
発
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。
（
共
催
：
鳥
取
県
「
体
験
の
風
を
お
こ
そ
う
」
実
行
委
員
会
）

 
 

 

  
 
 
 
 

 

（
３
）
中
学
生
・
高
校
生
ポ
ッ
プ
コ
ン
テ
ス
ト
 

読
書
離
れ
が
顕
著
に
な
る
中
学
生
・
高
校
生
に
本
を
読
む
機
会
、
読
書
の
意
義
を
他
者
に
伝
え
る
体
験
を
提
供
す
る
た
め
、
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
た
。
（
共
催
：
鳥
取
県
書
店
商
業
組
合
、
鳥
取
県
図
書
館
協
会
）
 

・
募
集
期
間
：
令
和
４
年
８
月
１
日
～
９
月
30
日
 

・
応
募
作
品
総
数
：
87
9点

 

・
優
秀
賞
：

4
0
点
（
う
ち
、

1
0
点
は
鳥
取
県
書
店
商
業
組
合
が
選
定
す
る
特
別
賞
を
受
賞
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
優
秀
賞
受
賞
作
品
は
書
店
で
展
示
し
た
ほ
か
、
店
頭
や
公
立
図
書
館
で
本
の
紹
介
に
活
用
し
た
。

 

 

（
不
用
額
が
予
算
現
額
の
３
割
以
上
と
な
っ
た
理
由
）
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
子
ど
も
読
書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
が
少
な
か
っ
た
た
め
。
 

期
日
 

会
場

 
研
修
の
テ
ー
マ

 
受
講
者
数

 

令
和
５
年
３
月

11
日
 

－
 

（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

 

子
ど
も
と
本
を
つ
な
ぐ
～
絵
本
・
お
話

・
図
書
館
の
裏
側
～

 

4
7
人
（
う
ち
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

1
1人
）
 

 
期
日
 

会
場

 
参
加
者
数

 
内
容
 

令
和
４
年

1
1月

19
日
 
チ
ュ
ウ
ブ
鳥
取
砂
丘
こ
ど
も
の
国

 
4
8
名
 
未
就
学
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
の
子
ど
も
と
保
護
者
を
対

象
と
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
絵
本
バ
ッ
ク
づ
く
り
体
験

 
令
和
４
年

1
2月

11
日
 
境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
み
な
と
テ
ラ
ス

 
5
2
名
 

事
 
業
 
名
 

予
 
 
 

 
算

 
 
 
 
現

 
 

 
 
額
 

支
出
済
額

 

（
決
算
額
）

 

Ｂ
 

翌
年
度

 

繰
越
額

 

Ｃ
 

差
引
残
額

 

（
不
用
額
）

 

Ａ
-Ｂ

-Ｃ
 

執
行
 

率
 

B
/
A 

事
業
計
画
と
実
績
・
成
果
、

 

繰
越
、
不
用
額
の
理
由
等

 
当
初
予
算
額

 
補
正
予
算
額

 

継
続
費
及
び

 

繰
越
事
業
費
 

繰
越
額

 

予
 備

 費
 

支
出
及
び
 

流
用
増
減
 

計
 

Ａ
 

児
童
養
護
施

設
等
と
連
携

し
た
自
然
体

験
活
動
推
進

事
業
 

 

4
5
2
,0
0
0 

0
 

0
 

0
 

4
5
2
,0
0
0 

9
4
,
42
6 

0
 

3
5
7
,5
7
4 

2
0
.
9 

 

家
庭
環
境
等
の
違
い
の
た
め
に
生
じ
る
「
体
験
格
差
」
の
是
正
の
た
め
、
児
童
養
護
施
設
等
を
対
象
と
し
た
自
然
体
験
活
動
を
行
っ
た
。

 

（
１
）
自
然
体
験
活
動
の
実
施

 

参
加
施
設
：
２
施
設
 
 

参
加
人
数
：
合
計
２
０
人
 

実
施
場
所
：
空
山
ポ
ニ
ー
牧
場
、
大
山
青
年
の
家
 

実
施
内
容
：
県
立
施
設
等
の
指
導
員
の
指
導
・
助
言
に
よ
り
、
日
帰
り
あ
る
い
は
出
前
活
動
で
自
然
体
験
活
動
を
行
っ
た
。（
主
な
活
動
内
容
）
ポ
ニ
ー
教
室
、
自
然
散
策
、
ク
ラ
フ
ト
、
野
外
炊
事
 
等
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（
２
）
報
告
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
中
止
 

 

（
不
用
額
が
予
算
現
額
の
３
割
以
上
と
な
っ
た
理
由
）
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
予
定
し
て
い
た
事
業
が
中
止
と
な
っ
た
た
め
。
 

事
 
業
 
名
 

予
 
 
 

 
算

 
 
 
 
現

 
 

 
 
額
 

支
出
済
額

 

（
決
算
額
）

 

Ｂ
 

翌
年
度

 

繰
越
額

 

Ｃ
 

差
引
残
額

 

（
不
用
額
）

 

Ａ
-Ｂ

-Ｃ
 

執
行
 

率
 

B
/
A 

事
業
計
画
と
実
績
・
成
果
、

 

繰
越
、
不
用
額
の
理
由
等

 
当
初
予
算
額

 
補
正
予
算
額

 

継
続
費
及
び

 

繰
越
事
業
費
 

繰
越
額

 

予
 備

 費
 

支
出
及
び
 

流
用
増
減
 

計
 

Ａ
 

（
主
）
地
域

学
校
協
働
活

動
推
進
事
業

 

4
9
,
83
8
,0
0
0
 
△

4
,7
0
6,
0
00
 

0
 

0
 

4
5
,
13
2
,0

0
0 

3
6
,
09
8
,6
5
1
 

0
 

9
,
0
33
,
34
9
 

8
0
.
0 

 

主
な
事
業
に
関
す
る
調
べ
の
と
お
り

 

 

と
っ
と
り
ふ

れ
あ
い
家
庭

教
育
応
援
事

業
 

7
,
5
56
,
00
0
 

△
4
82
,
00
0 

0
 

0
 

7
,
0
74
,
00
0
 

4
,
5
89
,
09
3
 

0
 

2
,
4
84
,
90
7
 

6
4
.
9 

 

家
庭
の
教
育
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
身
近
な
地
域
に
お
い
て
家
庭
教
育
を
支
援
す
る
「
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
」
の
設
置
促
進
、
市
町
村
担
当
者
や
家
庭
教
育
支
援
員
等
へ
の
学

習
機
会
の
提
供
、
相
談
体
制
の
充
実
等
き
め
細
か
な
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
全
体
で
家
庭
教
育
を
支
え
て
い
く
人
材
育
成
・
基
盤
形
成
を
推
進
し
た
。

 

 

＜
家
庭
教
育
を
支
援
す
る
人
材
の
育
成
＞

 

      

      

＜
家
庭
教
育
に
関
す
る
学
習
機
会
の
提
供
＞

 

・
「
と
っ
と
り
子
育
て
親
育
ち
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
：
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
７
名
を
９
ヶ
所
へ
派
遣

 

・
家
庭
教
育
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
：
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
２
名
を
７
ヶ
所
へ
派
遣

 

研
修
会
 

期
日
 

講
師
 

受
講
人
数
 

第
１
回
 

市
町
村
の
家
庭
教
育
支
援
充
実
に
向
け
て
 

令
和
４
年
７
月
７
日

 
南
部
町
教
育
委
員
会

 
人
権
・
社
会
教
育
課

 
家
庭
教
育
推
進
員

 

大
阪
教
育
大
学

 
教
育
学
部

 
教
授

 
 

6
1
人

 

第
２
回
 

チ
ー
ム
員
・
支
援
者
と
し
て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

 

令
和
４
年

10
月
３
日

 
臨
床
心
理
士

 
 

5
2
人

 

第
３
回
 

支
援
方
法
の
立
て
方
、
ケ
ー
ス
会
議
の
手
法

 

令
和
４
年
９
月

22
日
 

鳥
取
県
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー

 
次
長

 
 

い
じ
め
・
不
登
校
対
策
セ
ン
タ
ー

 
指
導
主
事

 
 

4
6
人

 

第
４
回
 

子
育
て
・
家
庭
教
育
支
援
の
充
実
に
向
け
て

 

令
和
４
年

11
月

2
4
日

 
鳥
取
市
賀
露
地
区
公
民
館

 
主
任

 
 

岡
山
県
教
育
庁

 
生
涯
学
習
課

 
社
会
教
育
主
事

 
 

岡
山
県
勝
央
町
教
育
振
興
部

 
社
会
教
育
主
事

 
 

岡
山
県
勝
央
町
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム

 
家
庭
教
育
専
門
員

 
 

3
8
人
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＜
そ
の
他
＞

 

・
鳥
取
県
家
庭
教
育
推
進
協
力
企
業
：
９
４
５
社
（
令
和
５
年
３
月
現
在
）

 

 

※
鳥
取
県
家
庭
教
育
推
進
協
力
企
業
：
保
護
者
で
あ
る
従
業
員
が
子
育
て
し
や
す
く
、
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
育
て
る
地
域
活
動
に
参
加
し
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
に
自

主
的
に
取
り
組
む
企
業
と
し
て
、
鳥
取
県
教
育
委
員
会
と
協
定
を
結
ん
だ
企
業

 

 

（
不
用
額
が
予
算
現
額
の
３
割
以
上
と
な
っ
た
理
由
）
 

市
町
村
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
２
月
補
正
時
の
減
額
を
上
回
る
不
用
額
が
出
た
た
め
。
ま
た
、
家
庭
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
の
派
遣

が
少
な
か
っ
た
た
め
。

 

目
 
計

 
7
9
,
54
4
,0
0
0 
△
7
,
1
7
0,
0
00
 

0
 

△
4
38
,
00
0 

7
1
,
93
6
,0
0
0 

5
5
,
97
2
,1
3
2
 

0
 

1
5
,
96
3
,8
6
8
 

7
7
.
8 

 

事
 
業
 
名
 

予
 
 
 

 
算

 
 
 
 
現

 
 

 
 
額
 

支
出
済
額

 

（
決
算
額
）

 

Ｂ
 

翌
年
度

 

繰
越
額

 

Ｃ
 

差
引
残
額

 

（
不
用
額
）

 

Ａ
-Ｂ

-Ｃ
 

執
行
 

率
 

B
/
A 

事
業
計
画
と
実
績
・
成
果
、

 

繰
越
、
不
用
額
の
理
由
等

 
当
初
予
算
額

 
補
正
予
算
額

 

継
続
費
及
び

 

繰
越
事
業
費
 

繰
越
額

 

予
 備

 費
 

支
出
及
び
 

流
用
増
減
 

計
 

Ａ
 

(
目
名
）
青
少
年
社
会
教
育
施
設
費

 

船
上
山
少
年

自
然
の
家
運

営
費
 

1
0
1
,6
9
4,
0
00
 
△

9
,7
2
6,

0
00
 

0
 

△
4
77

,
82
0 

9
1
,
49
0
,1

8
0 

4
6
,
32
3
,6
9
4 

4
3
,
61
5
,0
0
0
 

1
,
5
51
,
48
6
 

5
0
.
6 

 

船
上
山
少
年
自
然
の
家
の
運
営
及
び
施
設
の
維
持
管
理
を
行
っ
た
。

 

・
指
定
管
理
者
（
H3
1～

R5
）
Ｔ
Ｋ
Ｓ
Ｓ
・
富
士
綜
合
警
備
保
障
共
同
企
業
体
 
・
管
理
委
託
費

 
 
42
,
04
8
,1
8
1
円
 

（
１
）
年
間
受
入
者
数

 
日
帰
り

6
,5
2
0人

 
宿
泊

4,
6
23
人
 

計
1
1,
1
43
人
 

（
２
）
そ
の
他
施
設
修
繕
等

 

（
３
）
主
催
事
業
の
実
施

 

 
 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の
影
響
に
よ
り
、
当
初
予
定
し
て
い
た

29
事
業
の
う
ち

25
事
業
を
実
施
し
た
。

 

主
催
事
業
の
実
施
状
況
：
魚
つ
か
み
楽
し
み
隊
、
ち
っ
ち
ゃ
い
体
験
隊
等

1
7事
業

 
参
加
者
数
：

1
,2
1
5人

(左
記
は

(
１

)
の
内
数
）

 

（
４
）
鳥
取
県
教
育
委
員
会
指
定
管
理
候
補
者
審
査
・
指
定
管
理
施
設
運
営
評
価
委
員
会
の
開
催

 

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
て
い
る
県
立
施
設
の
管
理
運
営
状
況
の
評
価
を
実
施
し
た
。

 

 

（
流
用

47
7
,8
2
0円
の
う
ち
、

12
0
,
00
0円
は
大
山
青
年
の
家
運
営
費
へ
流
用
、

35
7
,8
2
0円
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
費
へ
流
用
）

 

 （
繰
越
と
な
っ
た
理
由
）
 

 
 
受
水
槽
更
新
工
事
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
消
火
栓
ポ
ン
プ
の
制
御
盤
に
使
用
さ
れ
る
半
導
体
が
不
足
し
て
お
り
、
消
火
栓
ポ
ン
プ
が
年
度
内
に
納
入
さ
れ
ず
工
事
が
完
了
で
き

な
か
っ
た
た
め
。
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事
 
業
 
名
 

予
 
 
 

 
算

 
 
 
 
現

 
 

 
 
額
 

支
出
済
額

 

（
決
算
額
）

 

Ｂ
 

翌
年
度

 

繰
越
額

 

Ｃ
 

差
引
残
額

 

（
不
用
額
）

 

Ａ
-Ｂ

-Ｃ
 

執
行
 

率
 

B
/
A 

事
業
計
画
と
実
績
・
成
果
、

 

繰
越
、
不
用
額
の
理
由
等

 
当
初
予
算
額

 
補
正
予
算
額

 

継
続
費
及
び

 

繰
越
事
業
費
 

繰
越
額

 

予
 備

 費
 

支
出
及
び
 

流
用
増
減
 

計
 

Ａ
 

大
山
青
年
の

家
運
営
費

 

 

4
9
,
64
9
,0

0
0 
△

2
,0
9
0,

0
00
 

0
 

2
6
2
,0
0
0 

4
7
,
82

1
,0
0
0 

4
4
,
94
4
,6
2
6 

0
 

2
,
8
76

,
37
4 

9
4
.
0 

  

大
山
青
年
の
家
の
運
営
及
び
施
設
の
維
持
管
理
を
行
っ
た
。

 

・
指
定
管
理
者
（

H
31
～
R
5）

(公
財
）
鳥
取
県
教
育
文
化
財
団

 
 
・
管
理
委
託
費

 
 
42
,
42
1,
3
5
9
円
 

（
１
）
年
間
受
入
者
数

 
日
帰
り

1
2,
2
69
人
 
宿
泊
6
,
44
1人

 
計

1
8,
7
10
人
 

（
２
）
そ
の
他
施
設
修
繕
等

 

（
３
）
主
催
事
業
等
の
実
施

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の
影
響
に
よ
り
、
当
初
予
定
し
て
い
た

2
5事
業
の
う
ち

2
0事
業
を
実
施
し
た
。

 

主
催
事
業
の
実
施
状
況
：
フ
ァ
ミ
リ
ー
エ
ン
ジ
ョ
イ
カ
ヌ
ー
、
は
じ
め
て
の
冒
険
等

2
0事
業

 
参
加
者
数
：

1
,
01
2人

(左
記
は

(
１

)の
内
数

) 

（
４
）
鳥
取
県
教
育
委
員
会
指
定
管
理
候
補
者
審
査
・
指
定
管
理
施
設
運
営
評
価
委
員
会
の
開
催

 

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
て
い
る
県
立
施
設
の
管
理
運
営
状
況
の
評
価
を
実
施
し
た
。

 

 

（
流
用

26
2
,0
0
0円
の
う
ち
、

14
2
,
00
0円
は
社
会
教
育
企
画
費
よ
り
流
用
、

1
2
0,
0
00
円
は
船
上
山
少
年
自
然
の
家
運
営
費
よ
り
流
用
）

 

 

鳥
取
県
の
美

し
い
星
空
環

境
を
活
か
し

た
体
験
活
動

等
推
進
事
業

 

9
4
0
,0
0
0 

△
8
1
3
,
00
0 

0
 

0
 

1
2
7
,0
0
0 

1
1
5
,4
2
3 

0
 

1
1
,
57
7 

9
0
.
9 

 

鳥
取
県
星
空
保
全
条
例
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
星
空
観
察
会
を
実
施
し
、
星
空
環
境
を
活
用
し
た
教
育
の
機
会
を
提
供
し
た
。
船
上
山
少
年
自
然
の
家
、
大
山
青
年
の
家
の
各
指
定
管

理
者
に
委
託
。
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
移
動
式
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
使
用
し
て
の
活
動
は
中
止
し
た
。

 

（
１
）
学
校
行
事
及
び
県
立
青
少
年
社
会
教
育
施
設
に
お
け
る
星
空
観
察
事
業

 
 

主
催
事
業
：
２
事
業
（
船
上
山
少
年
自
然
の
家

 
４
事
業
・

1
08
人
、
大
山
青
年
の
家

 
１
事
業
・

3
0人
）
 

 

受
入
団
体
：
１
団
体
（
船
上
山
少
年
自
然
の
家

 
１
団
体
・

1
1人
、
大
山
青
年
の
家

 
３
団
体
・

1
56
人
）
 

（
２
）
移
動
式
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
実
施
事
業

 
令
和
４
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
中
止
 

   

 

目
 
計

 
1
5
2
,2
8
3,
0
00
 
△

1
2
,
6
29

,
00
0 

0
 

△
2
15
,
82
0 

1
3
9
,4
3
8,
1
80
 

9
1
,
38
3
,7
4
3 

4
3
,
61
5
,0
0
0
 

4
,
4
39

,
43
7 

6
5
.
5 
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事
 
業
 
名
 

予
 
 
 

 
算

 
 
 
 
現

 
 

 
 
額
 

支
出
済
額

 

（
決
算
額
）

 

Ｂ
 

翌
年
度

 

繰
越
額

 

Ｃ
 

差
引
残
額

 

（
不
用
額
）

 

Ａ
-Ｂ

-Ｃ
 

執
行
 

率
 

B
/
A 

事
業
計
画
と
実
績
・
成
果
、

 

繰
越
、
不
用
額
の
理
由
等

 
当
初
予
算
額

 
補
正
予
算
額

 

継
続
費
及
び

 

繰
越
事
業
費
 

繰
越
額

 

予
 備

 費
 

支
出
及
び
 

流
用
増
減
 

計
 

Ａ
 

(
目
名
）
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

 

生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
運
営

費
 

9
6
,
43
0
,0
0
0 

△
1,
52
5,

00
0 

0
 

6
5
3
,8
2
0 

9
5
,
55
8
,8
2
0
 

9
5
,
49
8
,7
2
0
 

0
 

6
0
,
10
0 

9
9
.
9 

 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
を
指
定
管
理
者
に
よ
り
行
っ
た
。

 

・
指
定
管
理
者
（

H
31
～
R
5）

 
(公
財
）
鳥
取
県
教
育
文
化
財
団

 
・
管
理
委
託
費

  
9
4,
34
5
,
00
0
円

 

（
１
）
入
館
者
数

 
5
1
,7

0
5人

 

（
２
）
施
設
修
繕
等

 

舞
台
照
明
設
備
等
の
改
修
に
係
る
実
施
設
計
を
実
施
し
た
。

 

（
３
）
主
催
事
業

 

前
記
社
会
教
育
企
画
費
（
（
３
）
と
っ
と
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
講
座
の
開
催
）
に
記
載
の
と
お
り

 

（
４
）
鳥
取
県
教
育
委
員
会
指
定
管
理
候
補
者
審
査
・
指
定
管
理
施
設
運
営
評
価
委
員
会
の
開
催

 

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
て
い
る
県
立
施
設
の
管
理
運
営
状
況
の
評
価
を
実
施
し
た
。

 

 （
流
用

65
3
,8
2
0円
の
う
ち
、

29
6
,
00
0円
は
社
会
教
育
企
画
費
よ
り
流
用
、

3
5
7,
8
20
円
は
船
上
山
少
年
自
然
の
家
運
営
費
か
ら
流
用
）
 

 

生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
空
調

設
備
更
新
事

業
 

 

（
0）

 

4
8
,
43
1
,0
0
0
 

（
0）

 

△
9
,6
5
5,
0
00
 

(
2
9,
90
0,
00

0)
 

2
9
,9
00
,0
00
 

(
0
) 0
 

(
2
9,
90
0,
00
0)
 

6
8
,
67
6
,0
0
0
 

(
2
9,
90
0,
00
0
) 

6
8
,
67
5
,2
0
0
 

(
0
) 0
 

(
0
) 

8
0
0 

(
1
00
.0
) 

1
0
0
.0
 

  

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
空
調
機
４
台
の
更
新
工
事
を
行
っ
た
。
（
工
事
期
間
：
令
和
３
年
12
月
～
令
和
４
年
11
月
）
 

 

生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
舞
台

照
明
設
備
改

修
事
業

 

 

0
 

7
2
,
76
0
,0
0
0 

 

0
 

 

0
 

 

7
2
,
76
0
,0
0
0 

 

6
1
,
02
0
,0
0
0
 

 

1
1
,
74
0
,0
0
0 

 

0
 

 

8
3
.
9 

 

  

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
舞
台
照
明
設
備
等
の
改
修
を
行
う
。
 
（
設
計
・
工
事
期
間
：
令
和
４
年
５
月
～
令
和
５
年
９
月
）
 

 （
繰
越
と
な
っ
た
理
由
）
 

継
続
費
で
あ
る
た
め
、
令
和
４
年
度
執
行
残
を
全
額
令
和
５
年
度
に
逓
次
繰
越
す
る
。
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事
 
業
 
名
 

予
 
 
 

 
算

 
 
 
 
現

 
 

 
 
額
 

支
出
済
額

 

（
決
算
額
）

 

Ｂ
 

翌
年
度

 

繰
越
額

 

Ｃ
 

差
引
残
額

 

（
不
用
額
）

 

Ａ
-Ｂ

-Ｃ
 

執
行
 

率
 

B
/
A 

事
業
計
画
と
実
績
・
成
果
、

 

繰
越
、
不
用
額
の
理
由
等

 
当
初
予
算
額

 
補
正
予
算
額

 

継
続
費
及
び

 

繰
越
事
業
費
 

繰
越
額

 

予
 備

 費
 

支
出
及
び
 

流
用
増
減
 

計
 

Ａ
 

目
 
 
計
 

(
0
) 

1
4
4
,8
6
1,

0
00
 

(
0
) 

6
1
,
58
0
,0
0
0 

(
2
9,
90
0,
00
0
) 

2
9
,
90
0
,0

0
0 

(
0
) 

6
5
3
,8
2
0 

(
2
9,
90
0,
00
0)
 

2
3
6
,9
9
4,
8
20
 

(
2
9,
90
0,
00
0
) 

2
2
5
,1

9
3,
9
20
 

(
0
) 

1
1
,
74
0
,0
0
0 

(
0
) 

6
0
,
90

0 

(
1
0
0.
0
) 

9
5
.
0 

  

合
 
 
計
 

(
0
) 

3
7
6
,6
8
8,
0
00
 

(
0
) 

4
1
,
78
1
,0
0
0
 

(
2
9,
90
0,
00
0
) 

2
9
,
90
0
,0
0
0
 

(
0
) 

8
,
3
84
,
00
0
 

(
2
9,
90
0,
00
0)
 

4
5
6
,7
5
3,
0
00
 

(
2
9,
90
0,
00
0
) 

3
7
6
,4
6
8
,
7
95
 

(
0
) 

5
5
,
35
5
,0
0
0 

(
0
) 

2
4
,
92
9
,2
0
5 

(
1
0
0.
0
) 

8
2
.
4 
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８
　
予
備
費
の
充
用
調
べ

　
　
該
当
な
し

９
　
現
金
の
取
扱
状
況

　
　
該
当
な
し

１
０
　
財
産
に
関
す
る
調
べ

　
（
１
）
公
有
財
産

　
　
ア
　
土
　
地

　
面
積
（
㎡
）

価
額
（
円
）

増
減
別

異
動
日

面
積
(㎡
）
価
額
（
円
）
増
減
理
由

登
記
年
月
日

　
面
積
（
㎡
）

価
額
（
円
）

増
加

R
R

減
少

R
R

計
9
9
,8
3
0
.4
1

4
5
,7
3
9
,6
8
6

0
0

9
9
,8
3
0
.4
1

4
5
,7
3
9
,6
8
6

増
加

R
R

減
少

R
R

計
0
.0
0

0
0

0
0

0

合
計

9
9
,8
3
0
.4
1

4
5
,7
3
9
,6
8
6

0
0

9
9
,8
3
0
.4
1

4
5
,7
3
9
,6
8
6

　
面
積
（
㎡
）

価
額
（
円
）

増
減
別

異
動
日

面
積
(㎡
）
価
額
（
円
）
増
減
理
由

登
記
年
月
日

　
面
積
（
㎡
）

価
額
（
円
）

増
加

R
R

減
少

R
R

計
1
2
,6
0
1
.3
0

1
,9
4
5
,0
7
8
,2
6
1

0
0

1
2
,6
0
1
.3
0

1
,9
4
5
,0
7
8
,2
6
1

増
加

R
R

減
少

R
R

計
0
.0
0

0
0

0
0

0

合
計

1
2
,6
0
1
.3
0

1
,9
4
5
,0
7
8
,2
6
1

0
1
2
,6
0
1
.3
0

1
,9
4
5
,0
7
8
,2
6
1

　
　
ウ
　
山
　
林

　
　
　
　
該
当
な
し

　
　
エ
　
不
動
産
売
却
等

　
　
　
　
該
当
な
し

　
　
オ
　
財
産
の
交
換

　
　
　
　
該
当
な
し

　
　
カ
　
動
　
産
（
船
舶
、
浮
標
、
浮
桟
橋
、
浮
ド
ッ
ク
、
航
空
機
）

　
　
　
　
該
当
な
し

　
　
キ
　
物
　
権

　
　
　
　
該
当
な
し

（
内
訳
）

（
内
訳
）

所
　
　
在
　
　
地

前
年
度
末

（
内
訳
）

　
　
イ
　
建
　
物

行
政
・
普
通
財

産
の
　
　
区
分

行
政
財
産

施
設
名
等

所
　
　
在
　
　
地

普
通
財
産

前
年
度
末

（
令
和
５
年
３
月
３
１
日
現
在
）

本
年
度
末

備
　
考

0

0 0

0

0
0

行
政
財
産

本
年
度
異
動
状
況

本
年
度
末

備
　
考

0

（
令
和
５
年
３
月
３
１
日
現
在
）

0

本
年
度
異
動
状
況

普
通
財
産

（
内
訳
）

行
政
・
普
通
財

産
の
　
　
区
分

施
設
名
等
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ク
　

無
体

財
産

権
（
特

許
権

、
著

作
券

、
商

標
権

、
実

用
新

案
件

等
）

　
　

（
ア

）
　

異
動

状
況

　
　

　
　

該
当

な
し

　
　

（
イ

）
　

出
願

及
び

登
録

の
状

況
　

　
　

　
該

当
な

し

　
　

（
ウ

）
　

活
用

の
状

況
　

　
　

　
該

当
な

し

　
　

ケ
　

有
価

証
券

　
　

　
　

該
当

な
し

　
　

コ
　

出
資

に
よ

る
権

利
　

　
　

　
　

該
当

な
し

　
（
２

）
金

券
類

の
保

有
状

況

　
　

ア
　

金
券

の
保

有
状

況
　

　
　

　
有

　
　

　
・　

　
　

無

　
イ

　
タ

ク
シ

ー
チ

ケ
ッ

ト
の

保
有

状
況

 　
（
３

）
基

　
金

　
　

　
該

当
な

し

 
 
(
４

)
債

　
権

　
　

　
決

算
資

料
提

出
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
に

提
出

済

　

（
令

和
５

年
３

月
３

１
日

現
在

）

前
年

度
末

未
使

用
枚

数
本

　
　

年
　

　
度

　
　

中
本

年
度

末
未

使
用

枚
数

購
入

枚
数

使
用

枚
数

及
び

金
額

9
0
枚

0
枚

2
枚

8
8
枚

19



１
１

　
財

産
の

貸
付

及
び

使
用

許
可

調
べ

　
（

１
）

　
土

地
及

び
建

物

　
　

ア
　

土
　

　
地

貸
付

（
使

用
許

可
）

先

単
価

本
年

度
の

貸
付

（
使

用
）

料
住

　
　

　
　

　
所

氏
　

　
　

　
　

名

電
力

供
給

配
電

線
支

持
物

設
置

西
伯

郡
大

山
町

赤
松

明
間

原
３

１
２

－
１

（
県

立
大

山
青

年
の

家
）

電
柱

8
本

、
支

線
3
本

R
4
.
2
.
2
5

H
2
9
.
3
.
2
2

R
4
.
4
.
1

～
R
9
.
3
.
3
1

9
,
6
8
0

9
,
6
8
0

米
子
市
加
茂
町
二
丁
目
５
１
番
地

中
国
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社

米
子
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

有
線

テ
レ

ビ
ジ

ョ
ン

放
送

施
設

設
置

鳥
取

市
扇

町
2
1
番

地
（

県
立

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

）

共
架

線
R
4
.
2
.
2
5

H
2
5
.
3
.
1

R
4
.
4
.
1

～
R
9
.
3
.
3
1

1
,
5
0
0

1
,
5
0
0

鳥
取
市
富
安
２
丁
目
１
３
７
番
地

日
本
海
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株

式
会
社

電
気

通
信

設
備

設
置

鳥
取

市
扇

町
2
1
番

地
（

県
立

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

）

共
架

線
R
4
.
3
.
1
6

H
2
5
.
3
.
1

R
4
.
4
.
1

～
R
9
.
3
.
3
1

1
,
5
0
0

1
,
5
0
0

鳥
取

県
鳥

取
市

湯
所

２
－

２
５

８
西

日
本

電
信

電
話

株
式

会
社

計
1
2
,
6
8
0

計

合
計

1
2
,
6
8
0

　
　

イ
　

建
　

　
物

該
当
な
し

備
　

考

―　　　―

行
政
 ・

普
通
財
産
の

区
分

貸
　

　
　

付
（

使
用

許
可

）
目

　
　

　
的

所
　

　
在

　
　

地
数

量
又

は
面

積

貸
　

　
　

付
（

使
用

許
可

）
年

　
月

　
日

当
初

貸
付

（
使

用
許

可
）

年
　

月
　

日

貸
　

　
　

付
（

使
用

許
可

）
期

　
　

　
間

貸
付

（
使

用
）

料
　

（
円

）

普
通

財
産

行
政

財
産
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（
２
）
　
物
品
（
１
品
の
取
得
価
格
が
１
０
０
万
円
以
上
の
も
の
及
び
寄
附
受
納
時
の
評
価
額
が
１
０
０
万
円
以
上
の
も
の
）

貸
　
付
　
先

単
価

本
年
度
の

貸
付
料

住
　
　
　
所

氏
　
　
　
名

無
償

無
償

 

〃
〃

〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

食
器
洗
浄
機

1

（株
）マ
ル
ゼ
ン
　
本
体
１
台
　
Ｍ
Ｄ
Ｄ
Ｇ
Ｂ
８
Ｅ

Ｒ
、
専
用
作
業
用
ク
リ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
２
台

及
び
ス
テ
ン
レ
ス
フ
ー
ド
１
台
は
仕
様
書
の

と
お
り

R
3
.4

.1
～

R
6
.3

.3
1

〃
〃

絵
画

1
初
雪
の
大
山
　
１
０
０
号

R
4
.3

.3
0

～
R

6
.3

.3
1

〃
〃

〃

1
フ
ッ
ク
刺
し
ゅ
う
巾
１
４
．
８
ｍ
×

高
さ
５
．
５
ｍ

H
3
1
.4

.1
～

R
6
.3

.3
1

鳥
取
市
扇
町
２
１
番
地

（
公
財
）
鳥
取
県
教
育
文
化
財
団
理
事

長
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
施
設
の
管
理
運
営
に
供

す
る
た
め

ヤ
マ
ハ
Ｃ
Ｆ

H
3
1
.4

.1
～

R
6
.3

.3
1

〃
〃 〃 〃 〃

H
3
1
.4

.1
～

R
6
.3

.3
1

〃
〃

〃

品
名

規
格
・
銘
柄

貸
付
期
間

貸
付
料
　
（
円
）

使
用
場
所

備
　
考

緞
帳

数
量

貸
付
目
的

デ
ジ
タ
ル
印
刷
機

1
リ
ソ
グ
ラ
フ

Ｒ
Ｚ
６
７
０

H
3
1
.4

.1
～

R
6
.3

.3
1

〃
〃

〃

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ

1

キ
セ
ノ
ン
ピ
ン
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

2
松
村
電
機
製
作
所

S
U

P
E
R

S
O

L
-
1
0
0
3
S
R

/
e

H
3
1
.4

.1
～

R
6
.3

.3
1

〃
〃

〃

ホ
ー
ル
用
音
響
機
器

1
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
社
　
Ｒ
Ｍ
５
５
２
０
，
Ｒ
Ｍ
７
０
６
０
，
Ｌ
Ｔ

９
４
０
３
　
Ｄ
Ｓ
１
６
Ｓ
Ｂ
，
８
０
２
－
３
Ｓ
Ｇ
，
６
２

０
Ｍ
　
Ｊ
Ｂ
Ｌ
：Ｌ
Ｓ
Ｒ
３
０
５

H
3
1
.4

.1
～

R
6
.3

.3
1

〃
〃

〃

ホ
ー
ル
用
音
響
シ
ス
テ
ム

1
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
　
Ｅ
Ｓ
Ｐ
－
０
０
２

H
3
1
.4

.1
～

R
6
.3

.3
1

〃
〃

〃 〃

ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ト

1
１
５
０
Ｗ
ハ
ロ
ゲ
ン
×
６
３
灯

上
下
・
中
区
分
＝
１
２
．
６
ｍ

H
3
1
.4

.1
～

R
6
.3

.3
1

〃
〃

ホ
ー
ル
用
デ
ジ
タ
ル
ミ
キ

サ
ー

1
ヤ
マ
ハ
Ｃ
Ｌ
-
3
、
ヤ
マ
ハ
Ｒ
ｉｏ

3
2
2
4
-
Ｄ

H
3
1
.4

.1
～

R
6
.3

.3
1

〃
〃

〃

1
（
株
）
ナ
カ
ヤ
マ
　
貫
八
綾
別

珍
・
防
炎
品

H
3
1
.4

.1
～

R
6
.3

.3
1

〃
〃

〃
ホ
ー
ル
吊
幕
（
諸
幕
）

除
雪
機

1
フ
ジ
イ
Ｓ
Ｄ
１
１
２
３
Ｄ
Ｋ
２

H
3
1
.4

.1
～

R
6
.3

.3
1

〃
大
山
青
年
の
家

公
用
車

1
セ
レ
ナ
　
Ａ
Ｔ
　
４
Ｗ
Ｄ

絵
画

1
油
絵
6
0
号
額
縁
付
き
「
漂
流
」

H
3
1
.4

.1
～

R
6
.3

.3
1

〃
〃
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貸
　
付
　
先

単
価

本
年
度
の

貸
付
料

住
　
　
　
所

氏
　
　
　
名

無
償

無
償

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

合
計

－

米
子
市
米
原
８
－
１
１
－
４
９
　
Ｔ
Ｋ
Ｓ
Ｓ

富
士
綜
合
警
備
保
障
共
同
企
業
体

（
株
）
Ｔ
Ｋ
Ｓ
Ｓ
代
表
取
締
役

船
上
山
少
年
自

然
の
家

施
設
の
管
理
運
営
に
供

す
る
た
め

〃
〃

エ
ル
ネ
ッ
ト
受
信
シ
ス
テ
ム

1
T
A

-
C

S
H

5
7
5
S
,T

D
-

M
D

1
0
0
G

,D
-
5
1
0
0
-
0
6

H
3
1
.4

.1
～

R
6
.3

.3
1

〃 〃

〃

公
用
車

1
パ
ジ
ェ
ロ
　
三
菱
L
A
-

V
7
3
W

L
R

U
V

Q

H
3
1
.4

.1
～

R
6
.3

.3
1

〃
〃

食
器
洗
浄
機

1
Ｐ
Ａ
－
１
３
Ａ
２

R
3
.4

.1
～

R
6
.3

.3
1

〃
〃

絵
画

1
日
本
画
（
船
上
山
北
壁
）
Ｆ
3
0

号

H
3
1
.4

.1
～

R
6
.3

.3
1

ス
チ
ー
ム
コ
ン
ベ
ク
シ
ョ
ン

オ
ー
ブ
ン

1

（
株
）
マ
ル
ゼ
ン
　
ガ
ス
ス
ー
パ
ー

ス
チ
ー
ム
S
S
C
G
-
0
6
D
　
※
標
準

附
属
品
一
式
、
専
用
架
台
、
ホ
テ

ル
パ
ン
三
種
付

R
5
.3

.2
4

～
R

6
.3

.3
1

〃
〃

〃

品
名

数
量

規
格
・
銘
柄

貸
付
期
間

貸
付
料
　
（
円
）

使
用
場
所

貸
付
目
的

備
　
考

絵
画

1
雪
間
の
日
ざ
し
　
1
0
0
号

R
4
.3

.3
0

～
R

6
.3

.3
1

〃
〃

〃
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１
２

　
借

受
不

動
産

明
細

調
べ

借
受

先

単
 価

本
年

度
の

借
料

月
額

・
年

額

月
額

・
年

額

月
額

・
年

額

月
額

・
年

額

合
　

計
0

１
３

　
職

員
駐

車
場

の
管

理
状

況
調

べ
　

　
（１

）　
管

理
状

況

  
（２

）減
免

の
考

え
方

　
　

公
有

財
産

事
務

取
扱

要
領

第
１

１
の

４
の

４
（通

勤
手

段
と

し
て

勤
務

先
官

公
署

へ
の

交
通

機
関

が
確

保
で

き
な

い
場

合
）に

該
当

す
る

と
き

に
減

免
。

　
　

（深
夜

・早
朝

の
業

務
に

従
事

す
る

職
員

は
公

共
交

通
機

関
の

利
用

が
で

き
な

い
た

め
。

）
  
（３

）使
用

料
の

見
直

し
　

　
該

当
な

し

１
４

　
寄

附
物

件
の

受
納

状
況

調
べ

  
  

 該
当

な
し

区
　

分
種

　
別

借
受

（使
用

）目
的

所
　

在
　

地
住

　
　

所
氏

　
　

名

数
量

又
は

面
　

　
　

積

契
　

約
　

の
　

状
　

況

備
　

考
契

約
書

の
有

無
借

受
期

間

借
　

　
料

　
（円

）

財
産

の
区

分
所

　
　

在
　

　
地

１
 区

 画
 の

 面
 積

貸
付

（
使

用
）
料

（
月

額
）

（
㎡

）
(円

）

行
政

財
産

鳥
取

県
西

伯
郡

大
山

町
赤

松
明

間
原

３
１

２
番

地
１

1
2
.5

1
0
0
0

東
伯

郡
琴

浦
町

山
川

８
０

７
－

２
以

西
財

産
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１
５
　
備
品
の
処
分
状
況
調
べ

売
払

棄
却

の
別

売
払
方
法
・棄
却
理

由
処
分

年
月
日

売
払
額

処
分
費
用

円
円

平
成
8年
5月
28
日

令
和
4年
6月
29
日

棄
却

耐
用
年
数
超
過
に

よ
り
更
新
し
た
た
め

令
和
4年
9月
27
日

0

円
円

平
成
15
年
9月
26
日
他

令
和
4年
8月
4日

棄
却

故
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